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以上の状況から、 平成 1 7 年度原料血漿確保目標量を 9 0 万リットルと 定め、 
国、 都道府県及び 日本赤十字社はその 達成に向けて 努力するとともに、 国内製 
造業者に対しては 各社に配分された 原料血漿相当の 献血由来製剤を 製造・供給 
するよ う 要請する。 

なお、 原料血漿の確保については、 平成 1 2 年の国勢調査結果による 人口を 
基準にして各都道府県 毎 目標量を割り 当てることとしたい。 

( 参 考 ) 

1. 原料血漿確保量及び 各社への配分量の 年度 別 推移 ( 単位 : 万 L) 

13 年度 14 年度 

原料血漿確保実績 量 104.3 109.8 

原料血漿確保目標量 l0U.0 108-0 

原料血漿の配分量 82.5 105.5 

Ⅰ 5 年度 16 年度 17 年度 

102.5 

108.0 94.0 90.0 

107.4@ (93.5) (87.0) 

Ⅹ 原料血漿確保目標量は 平成 10 年度 (80 万リット 肋 以降平成 1 4 年度 
までは毎年 7 万リットル増で 設定していた。 

Ⅹ 「原料血漿の 配分量」は、 日本赤十字社を 含む各社に配分された 凝 

固 因子製剤用原料血漿及びその 他の分画製剤用原料血漿の 合計量であ 
り、 脱 クリオ血漿及び 中間原料を含まない。 
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国産血漿による 製造予定数量の 推移 

  
製剤 名 

アルブミン 

乾燥 人 フィプリ ノ ゲン 

組織接着剤 

@ 液凝固 第 Ⅶ因子 

乾燥濃縮火皿 液 凝固 第 Ⅸ 

来
 
)
 

由
 

(
 
人
 

ン
 

ビ
 

 
   

人 免疫バロブリン 
  

抗 HBs 人 免疫バロブリン   
コプリン 

抗 破傷風人免疫 グ ロプリン 

乾燥濃縮 人 アンチトロンビ 
ン 正 

乾燥濃縮 人 活性化プロティ 

ン C 

人 ハプ ト グロビン 

本   

  
目   

規格，単位 
15 年度 ]6 年度 

25%50m@  換算 ( 瓶 ) 2,162,000@ 1,828,000 

Ⅰ g 50 ml 2.000 4.000 

接着面積換算 (cm2) 4,154,000@ 4,154,000 

1000 単位 瓶 換算 ( 瓶 ) Ⅰ 2],000  Ⅰ 19.000 

f000 単位 瓶 換算 ( 瓶 ) 28,000@ 31,000 

10000 単位 瓶 換算 ( 瓶 ) Ⅰ 37,00O 6,000 

2.59 瓶 換算 ( 瓶 ) 1,563.000@ 1,271,000 

1000 単位 瓶 換算 ( 瓶 ) 600 600 

1000  倍 2 ml 0 0 

250 単位 瓶 換算 ( 瓶 ) 0 0 

500 単位 瓶 換算 ( 瓶 ) 390,000@ 320,000 

2500  U( 瓶 )  5  ml Ⅰ， 000 O 

20O0  U( 弗瓦 ⅠⅠ 0O  ml 0@ 30,000 

17 年度 

Ⅰ． 726,000 

2,000 

3,8 Ⅰ 9.000 

103,000 

37,000 

36,000 

Ⅰ， 085.000 

0
 
0
 
0
 

0
 

6
 

326,000 

Ⅰ・ 000 

5 Ⅰ， 000 

注 数値は、 製品の規格別に 報告された数量を 集計し、 代表的な規格・ 単位 
に 換算したうえ、 四捨五入により 1000X は l00 の整数倍で表示した。 

一 3 一 



平成 1 7 年度の都道府県別原料血漿確保目標量について ( 案 ) 

計算の考え方 

1. 平成 1 2 年の国勢調査結果による 都道府県別の 人口から目標量を 計算 
( 試算 n 

Ⅲ 昼間人口比率により、 平成 1 7 年度確保目標量の 半数 (45 万リット )p) 
を 按分で割当て 

(2)  献血可能人口 (1 6 歳～ 6 9 歳 ) 比率により、 目標量の半数 (4 5 万 
ルト肋を按分で 割当て 

(3) 上記の合計を 目標量とする。 

2. 平成 1 6 年度の目標量に 1 7 年度目標量の 伸び率を乗じて 目標量とする 
( 試算 2) 

1 7 年度の伸び率 
9 0 万 L/9 4 万 L 二 95.74% 

3. 試算 1 の計算結果を 基準に試算 2 の計算結果を 調整し、 都道府県別の 目標 

量 とする。 
試算 1 による計算結果の Q 7% 以上 1 0 5% 以内での調整とした。 
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平成 ]7 年度原料血漿確保呂 窩且 ( 棄 ) (90 万口 

注 ．都道府県別目標量 ( 試算 値 ) の設定根拠を ，平成 12 年度の国勢調査データ ( 昼間人口比で 目標量のⅤ 2 、 
献血可能人口比で 目標量の 1/2) とした。 
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4 資料 

平成 1 7 年度に配分される 原料血漿の標準価格の 考え方 

く 基本的考え方 ノ 
日本赤十字社では 輸血用血液の 確保と原料血漿の 確保が並行して 行われているが、 

人員をはじめ 施設、 装置等は兼用されており、 これらを明確に 切り分けることほ 難し 
い 。 日本赤十字社が 行っている採血業務のうち 輸血用血液に 関するものを 本務ととら 

え、 おおよそ原料血漿の 確保のためと 考えられる部分について 費用を積算し 原料血漿 
の価格を計算する。 

全 血及び血小板成分採血は、 そもそも赤血球製剤及び 血小板製剤を 製造するために 
行われるものであ るから、 ごく一部の原料血漿の 確保に係る費用に 限定して経費を 積 

算するほか、 血漿成分採血においては、 必要経費を概ね 積算するが、 献血全般に共通 
する事項や他の 献血者にも同様に 広く行われるサービスを 除く。 

1  凝固因子製剤用 
(1)  原料血漿の配分量 

配分量は 、 確                                                                 する。 

(2) 価格の算定方法 

原料血漿 90 万 リットルの確保～供給に 必要な経費を 積み上げ、 この必要壁貫 
の 総額を 9 0 万で除し、 5% の消費   を加えて ] リットルの単価 (B) とする。 

[3] 算定の根拠となる 数値 
日本赤十字社が 提出したデータを 使用することとし、 材料費 等 ( 材料費、 人件 

費 、 経費、 輸送保管 費 等 ) の単価 (C) については平成 ] 4 年度及び 1 5 年度の 
平均を使用する。 

ィ 4)  採血方法別の 原料血漿の配分量 

各採血方法別の 確保量の割合で 9 0 万リットルを 按分 し 配分量 (D) とする。 

確保量の割合は 平成 1 4 年度及び 1 5 年度の平均とした。 

計算式 :  B=Z (CnXDn) /AX l . 0 5 

(n は採血方法を 示す。 ) 

負担する費用 

材料費 

全 血及び血小板成分採血については、 原料血漿として 分離後の凍結・ 一時保管に関す 

一夕 一 



るもの等を負担する。 血漿成分採血は 全額負担。 

人件費 
全ての採血種別で 原料血漿の凍結に 要する費用を 負担する。 

血漿成分採血でほ 献血者に対応する 医師、 看護師及び事務職員の 人件費並びに 血液 
検査の実施に 係る人件費からも 負担する。 

経費 
金血及び血小板成分採血については、 原料血漿として 分離後の凍結・ 一時保管に関す 

るものを負担する。 血漿成分採血では、 成分献血登録者に 対する献血依頼経費、 献血者に 
対する処遇 費 ，採血、 検査、 製造 ( 凍結 ) に関する経費から 負担する。 

搬送・貯留保管 費 
管理供給・調査研究費からは 原料血漿の搬送・ 貯留保管に要する 経費を負担する。 

2  その他の分画用 

血液凝固 第 Ⅷ因子製剤が 製造できない 点を考慮して、 凝固因子製剤用から 一定額を割 
り 引くものとする。 これまでの経緯をふまえ、 両者の現行価格の 割合により価格を 設定する。 
(10 円未満切り上げ ) 

3  中間原料 
前年度標準価格に 凝固因子製剤用原料血漿の 価格改定率を 乗じ新価格とする。 (10 

円未満切り上げ ) 
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1. 一 採血当たりの 経費負 

区 分 

材料費 

  
経費 

  
人件費 

  
管理供給・調査研究費 

旦額 
全面 200 

240.86@R 

  
31.87  円 

  
61.27@ n 

  
113.25  円 

- Ⅰ Ⅰ 十 447.25  円 

全面 400 

一
円
 

円
 

8
4
 

@
4
7
 

3
 

-
 朗
 

6
 

@
6
 

2
 

  
122.55  円 

  

  
226.49"n 

  
676.62@ ffl 

血小板成分 

264.66 R 

  
66.40  円 

  
]27.66  円 

  
235.93@ R 

694.65 n 

Ⅰ採血あ たりの原料血漿 旦 0.l2  U" 0 ． 24  V は 0 ． 25  v ぁ   0 ． 45  .9 ぉ 

合計 (1 ルトルあ たり単価 ) の 3.727.04  円 2.8]9.25  円 2,778.59  円 32.794.35  円 

原料血漿確保目標Ⅰ :90 万リットル 

原料血漿標準価格③ / ④ xlo5% 13.154.9  円 / ナットル   13,160@ B 

負担の区分   

血漿成分採血のみ 
  
    

血漿成分採血のみ 

血漿成分採血のみ 
献血ルームの 借料・減価償却 

費は負担しない 

血漿成分採血のみ 

輸血用血液製剤の 製造に係 
るものは負担しない。 

血漿成分採血のみ 
  
  
  

靭耳咲結要 ; 勒究楠廃栗 ";" そ 
の他の施 投 の 管 mg 部門経費 
は     一しない   



2, 凝固因子製剤用以覚の 原料血漿標準価格 

Ⅱ・ 980  円 

計算内訳 

その他の分画製剤用 
凝固因子製剤用価格 ( 案 ) 現行価格の比率 

13.160 円ハットル x  11,970  円 ( その他分画 片 Ⅰ Ⅱ， 979,] 円 メリットル づ 
13,150  H( 凝固用 ) 

Ⅱ 十 Ⅱ 

W 一 「 

W 一 4 

  

% 
  

現行価格 凝固因子製剤用血漿の 価格変動割合 
50 ， 580  円 /kg x@ 13,160@ R     50.618.5@ H/kg づ 50,620  円 

13,150  円 

現行価格 凝固因子製剤用血漿の 価格変動割合 
15.200@ H/kg Ⅹ Ⅰ 3.160  円 =@ 15.211.6@ n/kg 4  15.220  円 

13,150@ R 

現行価格 凝固因子製剤用血漿の 価格変動割合 
15.900@ FVkg x  13.160  円     ]5,9]2 Ⅰ 円 /kg づ 15,920  円 

13,150@ n 




